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問１ 本文中に示された、一般人が抱く心理療法に対する嗜好の特徴について、整理して

記述しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 本文中に示された、メンタルヘルスの専門職が抱く心理療法に対する嗜好の特徴に

ついて、整理して記述しなさい。 

 

 

 

 

 



問３ 本文の内容を受けて、クライエントのイメージする心理療法と、セラピストの見立

てやオリエンテーションの間で齟齬が生じる場面における、あなたの考えを論じなさい。 

 

 問題文では、クライエントとセラピストの、セラピーの対する嗜好の異同について論じら

れている。本文の内容にも含まれているように、必ずしもクライエントの嗜好するセラピー

と、セラピストが行うアプローチが一致するとは限らない。このようなことは、実際の臨床

場面で考えうるものであり、心理臨床家としてそのような場面でどのような考えをもって

クライエントに接するかを問う設問である。 

 上記の出題意図のもと、一義的には解答が出せる設問ではないために、解答として考えう

るいくつかの視点を例示することとする。 

 

 クライエントが抱いている「心理療法」そのもの、あるいはクライエントが嗜好する特

定の心理療法アプローチについてのイメージについて話題にし、クライエントの考え

や希望を聴く。この対話を通じて、必ずしも心理療法のアプローチや技法についてのす

り合わせだけでなく、クライエント自身の性格特性が見立てられることも多く、結果的

に特定のアプローチをとりうるか否かとは異なる次元でセラピーが展開していくこと

もありうると考えられる。 

 クライエントが「心理療法」に対して全くの知識がない場合、セラピスト側が情報提供

や心理教育の形で「セラピー」について説明し、方向性のすり合わせを行っていくこと

も可能であろう。同時に、全くの知識や予見がないままに今この場に現れていること自

体に意味があるとも考えられ、そのようなクライエントそのものを話題にしていくこ

とも可能であろう。 

 クライエントのイメージする心理療法のアプローチが、セラピストのトレーニングし

ている技法やオリエンテーションとは異なる場合、そのことを誠実に話題にしてゆく

とよいのではないだろうか。その場合、専門性やアプローチが重視されて他機関にリフ

ァーとなる可能性もあるだろうし、むしろその差異について話し合うことを通じてセ

ラピーが展開していくこともありうるだろう。 

 クライエントが特定の心理療法を理由をもって希望していて、セラピストもそれに納

得がいき、そのアプローチを用いる場合は、おそらく当面は問題は生じないかもしれな

い。しかし、あらゆる心理療法においても施行するのは「人」であり、セラピストその

人が問われてくる可能性は大いにあるだろう。クライエントの心理療法イメージやセ

ラピストのオリエンテーションといった枠組みを超えた、セラピストとクライエント

という個人的な関係性の中で動き出すものもあるだろうし、その流れ自体が治療的だ

とも考えられる。 

 本試験を受験する博士後期課程の志願者は、すでにある程度の臨床経験を重ねている

ことが想定される。よって、①問題文の内容について理解したうえで論を展開している

か、②上に挙げた例にかかわらず、自分自身の視点をもとに、設問の内容に対して論理

的、かつ臨床的に論じられているか、といった点から採点・評価を行う。 

 




